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自
然
が
芽
を
ふ
き
躍
動
す
る
と
き
。

役
所
や
学
校
で
も
新
し
い
一
年
の
始
ま

h

ッ。
こ
と
し
新
入
生
に
な
る
町
立
白
滝
保

育
所
松
組
の
児
童
た
ち
十
九
人
が
三
月

十
二
日
、
が
こ
ん
に
ち
は
グ
H

と
白
滝

小
学
校
に
ひ
と
と
き
入
学
。
や
が
て
同

じ
輪
を
組
み
合
っ
て
ゆ
く
お
兄
さ
ん
お

姉
さ
ん
た
ち
の
学
校
生
活
ぷ
り
を
学
び

ま
し
た
。

で
も
、
み
ん
な
さ
す
が
に
司
体
生
活

の
体
験
児
、
も
の
お
じ
す
る
子
は
ひ
と

り
も
な
く
、
い
っ
し
ょ
に
歌
を
う
た
っ

た
り
、
仲
よ
く
お
し
ゃ
べ
り
。
入
学
す

る
待
ち
遠
し
さ
が
ど
の
顔
に
も
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

こ
と
し
四
月
八
日
、
町
内
の
小
学
校

に
入
学
す
る
チ
ピ
ッ
子
新
入
生
は
百
八

十
二
人
。
夢
と
希
望
に
胸
を
ふ
く
ら
ま

せ
て
入
学
す
る
か
わ
い
い
芽
、
私
た
ち

の
未
来
を
に
な
う
子
ど
も
た
ち
を
、
あ

な
た
も
暖
か
く
見
守
り
育
て
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
ネ
。
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時

議

会

臨
缶四第

長
浜
町
議
会
の
第
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し

一
回
臨
時
会
が
二
月
た
。

十
九
日
町
体
育
館
で

聞
か
れ
、
町
税
条
例

の
一
部
改
正
議
案
な

ど
上
程
さ
れ
た
七
つ

の
議
案
が
い
ず
れ
も

原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
こ
と

の
お
も
な
内
容
は
次

の
と
お
り
。

電
気
@
ガ
ス
税
を
軽
減

町
税
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
今

年
一
月
一
日
か
ら
電
気
ガ
ス
税
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

改
正
の
お
も
な
内
容
は
、
電
気
税
の

課
税
友
ー
が
六
M

汚
か
ら
五
銘
に
ガ
ス
税
の

課
税
率
が
五
Mm
か
ら
四
Mm
に
そ
れ
ぞ
れ

引
き
下
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
免
税
と
な
る

範
聞
の
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
電
気
税

は
一
か
月
千
二
百
円
ま
で
が
免
税
と

な
っ
て
い
た
も
の
が
二
千
円
ま
で
免
税

に
、
ガ
ス
税
は
二
千
七
百
円
ま
で
が
免

税
と
な
っ
て
い
た
も
の
が
四
千
円
ま
で

は
免
税
と
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
電
気
ガ
ス
税
負
担
の
軽

減
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は

石
油
危
機
の
影
響
に
よ
る
現
状
費
の
高

騰
に
よ
り
電
気
ガ
ス
料
金
が
大
幅
に
値

上
げ
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
負
担
を
軽
く

す
る
よ
う
地
方
税
法
や
関
係
省
令
が
改

正
さ
れ
た
の
に
と
も
な
っ
て
町
税
条
例

も
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。

請
負
契
約
を
承
認

沖
浦
漁
港
改
修
工
事
を
一
千
四
百
十

万
五
千
円
で
大
洲
の
西
田
興
産
と
請
負

災
害
復
旧
費
な
ど
補
正

一

般

会

計

今
回
一
般
会
計
に
総
額
一
千
八
百
五

十
二
万
三
一
千
円
が
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
使
い
み
ち
は
災
害
施
設
の
復
旧

費
で
、
漁
港
関
係
は
喜
多
海
漁
港
工
事

一
か
所
、
出
海
漁
港
工
事
二
か
所
五
百

七
十
万
円
。
生
漁
港
工
事
費
五
百
三

十
一
二
万
一
千
円
。
農
業
用
施
設
関
係
で

は
豊
茂
の
松
井
農
道
お
よ
び
久
保
田
水

路
工
事
費
百
二
万
四
千
円
。
公
有
財
産

購
入
費
(
晴
海
団
地
第
一
次
分
議

1
長

浜
水
産
六
六
五
・
四
九
平
方
メ
ー
ト
ル

胃
戻
し
分
)
五
百
三
万
三
千
円
ー
な
ど

な
お
今
回
の
補
正
で
当
会
計
予
算
総

額
は
十
六
億
八
千
七
百
八
万
六
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

曲
閉
業
共
済
組
合
が
合
併

町

条

例

を

廃

止

農
業
共
済
組
合
が
合
併
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
に
と
も
な
い
、
長
浜
町
農
業

共
済
条
例
(
町
条
例
第
十
一
二
号
)
を
廃

止
す
る
条
例
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
の
理
由
は
、
昭
和
二
十
三
年
に

設
立
さ
れ
た
農
業
共
済
組
合
は
、
農
業

災
害
対
策
の
一
環
と
し
て
今
日
ま
で
使

命
を
果
し
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
の
急

激
な
農
業
事
情
の
変
ぼ
う
で
共
祷
対
象

資
源
が
減
少
し
た
り
、
諸
物
価
の
高
騰

な
ど
で
現
在
の
市
町
村
の
事
業
運
営
が

き
わ
め
て
わ
ず
か
し
く
、
制
度
の
完
全

実
施
や
損
害
防
止
事
業
な
ど
農
家
の
要

望
に
ζ

た
え
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た

た
め
、
こ
れ
に
対
応
し
て
農
業
共
済
組

合
の
自
主
経
営
体
制
あ
る
い
は
危
険
分

散
機
能
を
確
立
し
、
制
度
本
来
の
使
命
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よ

み

b 
'z;瓦

品

月

8
日
①
民
生
委
員
定
例
会
開
き
、

小
さ
な
親
切
運
動
や
愛
の
一
戸
運
動
推

進
に
つ
い
て
な
ど
話
し
合
う
③
母
子
保

健
推
進
委
員
定
例
会
開
く

9
日
長
浜
と
今
坊
地
区
で
、
農
業

振
興
地
域
の
現
地
説
明
会
開
く

ロ
日
青
年
大
学
開
く
。
一
二
十
五
人

出
席
。
町
長
お
よ
び
教
育
長
を
同
ん
で

町
政
座
談
会
開
く

リ
円
日
小
浦
住
宅
二
む
ね
四
十
八
戸

の
入
居
者
公
開
抽
選
行
う

何
回
成
人
式
行
う
。
新
成
人
百
六

十
七
人
。
式
出
席
者
約
百
人
。
初
の
バ

ネ
ル

J

ア
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
汀
う

国
日
長
浜
家
庭
学
級
開
く
o
P
T

A
の
方
四
十
二
人
出
席
。
町
長
の
町
政

に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
た
り
、
町
の
開

発
記
録
映
画
を
見
て
学
習

η
日
出
海
幼
児
学
級
開
く
。
十
七

人
出
席
。
保
育
所
と
剥
学
前
の
子
ど
も

の
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
い
行
う

問
日
①
南
予
一
帯
大
雪
。
豊
茂
や

戒
川
の
山
間
部
で
も
約
二
十
セ
ン
チ
の

積
雪
、
白
滝
平
野
部
で
約
十
セ
ン
チ
の

積
雪
、
そ
の
ほ
か
街
部
で
も
屋
根
に
積

当
あ
り

幻
自
柴
家
庭
教
育
学
級
聞
く
。
約

二
十
五
人
出
席
。
出
石
寺
住
職
神
山
諦

仁
さ
ん
の
「
子
ど
も
の
し
つ
け
」
と
題

し
た
話
を
も
と
に
学
習

加
日
①
大
和
公
民
館
主
催
「
一
二
世

代
の
交
流
会
」
聞
く
。
青
年
、
婦
人
、

老
人
合
わ
せ
て
二
十
四
人
出
席
。
明
る

い
地
域

c

つ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合
う
②

戒
川
婦
人
学
級
聞
く
o

二

十

四

人

出

席
。
料
理
実
習
の
あ
と
、
町
の
保
健
婦

か
ら
、
出
向
お
よ
び
婦
人
ガ
ン
検
診
の
実

施
状
況
の
報
告
聞
く
o

ま
た
、
戒
川
小
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十
人
出
席
。
青
少
年
の
非
行
問
題
を
テ

!
?
に
学
習
②
白
滝
・
柿
早
で
キ
ッ
チ

ン
カ

i
料
理
講
習
会
開
く
。
十
五
人
出

席
幻
日
農
業
委
員
会
開
く
。
昭
和
四

十
九
年
度
米
穀
の
政
府
買
上
げ
数
量
指

示
に
つ
い
て
な
ど
協
議

泊
日
豊
茂
小
学
校
創
立
百
周
年
記

念
式
典
行
う

刷
出
日
農
業
振
興
地
域
計
画
変
更
協

議
会
開
く
。
農
業
振
興
地
域
の
除
外
に

つ
い
て
最
終
審
議

お
日
青
年
大
学
開
く
o

二
十
三
人

出
席
。
青
年
の
生
活
設
計
を
テ

1
7
に

映
画
観
賞
、
討
論
し
て
学
習

加
日
①
連
合
青
年
団
が
双
海
町
青

年
団
と
交
流
会
開
く
。
両
団
で
約
六
十

人
出
席
。
青
年
団
活
動
に
つ
い
て
意
見

交
換
⑦
農
業
共
済
運
営
協
議
会
開
く
。

大
洲
・
喜
多
郡
地
区
の
役
員
候
補
選
任

に
つ
い
て
協
議

加
日
婦
人
民
生
委
員
研
修
会
お
よ

び
母
子
保
健
推
進
委
員
定
例
会
聞
く
。

二
十
八
人
出
席
。
母
子
保
健
の
取
組
み

に
つ
い
て
研
究
討
議

そ
の
他
①
心
配
ご
と
相
談
所
利
用

者
七
人
②
不
要
小
人
質
上
げ
頭
数
十
三
頭

表

彰
中
小
卒
業

渡
み辺

2ど i
2と乙長

歪入年中
作
文選が

「
第
九
回
少
年
の
主
張
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
」
で
豊
茂
の
渡
辺
典
代
さ
ん

(
長
中
二
年
)
の
作
文
が
み
ご
と
入
選

去
る
二
月
六
日
、
大
洲
市
民
会
館
で
関

か
れ
た
少
年
の
主
張
大
会
の
席
上
、

県
青
少
年
育
成
協
議
会
長
、
県
福
祉
部

長
、
県
教
育
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た。
こ
の
主
張
作
文
は
昨
年
十
二
月
、
同

校
の
二
年
生
全
員
を
対
象
に
募
集
し
、

そ
の
中
か
ら
四
点
を
出
品
し
た
結
果
、

'，1t 

ヰ 認 み いえ

陽春o 7]<もぬるみ、橋らしい骨格を

見せはじめました， 3月12日写す)

八
幡
浜
管
内
で
の
入
選
作
十
点
の
中
に

渡
辺
さ
ん
が
は
い
っ
た
も
の
で
す
。

宮
井
君
ら
叩
人

I
児
童
生
徒
の
善
行

1

次
の
児
童
は
、
こ
の
ほ
ど
八
幡
浜
教

育
事
務
所
長
か
ら
次
の
理
由
で
そ
れ
ぞ

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

宮
井
直
理
君
、
市
川
繁
則
君
、
紙
本

千
代
さ
ん
(
以
上
青
島
小
六
年
)
:
郷

土
の
美
化
指
導
。
松
井
拓
君
(
櫛
生
小

六
年
)
・
:
小
鳥
の
世
話
。
菊
地
雄
一
君

(
豊
茂
小
六
年
)
:
・
集
団
交
下
校
の
指

導
。
宇
都
宮
清
美
さ
ん
(
同
)
園
兎
小

屋
の
世
話
。
尾
上
宝
三
君
(
白
滝
小
六

年
)
:
・
母
親
の
新
聞
配
り
の
手
伝
い
。

木
下
恵
美
さ
ん
(
同
)
・
家
事
の
手
伝

い
体
力
ε

つ
く
り
。
大
塚
真
理
子
さ
ん

(
同
)
・
:
奉
仕
作
業
・
体
力
守
つ
く
り
。

岡
本
豊
子
さ
ん
(
戒
川
小
五
年
)
・
:
お

堂
の
清
掃
・
家
事
手
伝
い
。

白
滝
必
奥
野
さ
ん
が

が
農
林
大
臣
賞
d

白
滝
の
奥
野
岩
弘
さ
ん
(
五
九
)
は

単
位
当
り
の
収
け
ん
量
が
多
い
、
前
年

対
比
の
収
け
ん
景
伸
び
率
が
高
い
な
ど

養
蚕
業
に
好
成
績
を
お
さ
め
た
こ
と
お

よ
び
養
蚕
業
の
向
上
に
努
め
た
こ
と
に

よ
り
、
去
る
十
二
月
五
日
、
松
山
市
民

会
館
で
開
か
れ
た
県
蚕
糸
大
会
の
席
上

ま
た
二
月
二
十
七
日
、
滋
賀
県
大
津
市

で
開
か
れ
た
近
畿
・
中
国
・
四
国
共
進

会
の
席
上
、
農
林
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
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戸
内
A
W和昭務

祉

協

議

会

へ

盟

O
長
浜
十
七
区
の
久
保
O
さ
ん
(
四

趨

二

一

)
j
a
「
長
浜
中
学
校
体
育
館
用

翠
に
:
・
」
と
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
掛
時
計

磁
を
長
浜
中
学
校
へ

臨

O
下
須
戒
の
昭
和
四
十
九
年
度
母
の
会

額

員

一

同

-
a

「
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
購

購
入
資
金
に
:
・
」
と
現
金
六
万
円
を
大

遜

和

保

育

所

へ

盤

O
下
須
戒
の
渡
辺
興
業
K
K
-
金
一
封

同
盟
!
を
大
和
公
民
館
へ

璽

O
よ
老
制
限
の
谷
浦
君
子
さ
ん
(
五
二
)

盤
・
金
一
封
を
大
和
公
民
館
へ

璽

O
上
老
松
の
向
井
定
さ
ん
(
七
五
)

e

臨
金
一
封
を
大
和
公
民
館
へ

盤

O
よ
老
松
の
矢
野
安
美
さ
ん
つ
一
二
)

麓
:
・
金
一
封
を
大
和
公
民
館
へ

盛

O
豊
茂
の
佐
々
木
十
四
子
さ
ん
(
四

九
)
:
金
一
封
を
豊
茂
公
民
館
へ

O
豊
茂
の
菊
地
忠
一
さ
ん
(
六
九
)
:
'

金
一
封
を
豊
茂
公
民
館
へ

-4-

〆おむιぞ

まi立広報鑓欝盟盟諸瞳髄盤調輔嘩醜務単調

社長方現四ん好の十言寄i
会浜円金)(数竹五浜長4z目
福町を十 i六さ内区ニ 1リ目

。
豊
茂
の
菊
池
ト
ミ
コ
さ
ん
(
六
六
)

:
・
金
一
封
を
豊
茂
公
民
館
へ

O
豊
茂
の
森
内
顕
さ
ん
(
四
五
)
E
:
現

金
九
千
円
を
豊
茂
公
民
館
へ

。
豊
茂
の
平
井
チ
サ
子
さ
ん
(
六
五
)

白
-
金
一
封
を
豊
茂
公
民
館
へ

。
白
滝
小
学
校
P
T
A
-
-
「
ピ
ア
ノ
購

入
資
金
に
:
」
と
現
金
十
八
万
七
千

円
を
白
滝
小
学
校
へ

O
松
山
市
の
三
好
早
美
さ
ん
(
二
回
・

長
浜
出
身
)
:
;
本
箱
二
個
を
白
滝
保

育
所
へ

O
櫛
生
の
櫛
笥
光
義
さ
ん
(
一
二
九
)

B

オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
l

一
台
(
五
万
円
相
当
)
を
櫛
生
小
学

校
へ

。
長
浜
二
十
八
区
の
真
鍋
英
雄
さ
ん

(
一
一
五
)
・
:
現
金
五
万
円
を
長
浜
町

社
会
福
祉
協
議
会
三
現
金
五
万
円

を
長
浜
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
へ

。
沖
浦
の
ニ
宮
一
一
雄
さ
ん
(
五
六
)
・
・

現
金
二
万
五
千
円
を
老
人
ホ
!
ム
白

山
園
へ

。r".. 目企士
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市 1日長浜町在埼周出分{敬柏崎)

宥石氏
原川名

品
川のA

ル
せ芙

卜

光
の
利

開
円
打
川

今
石

婚
姻
庖
時
年
齢

利
光
(
二
七
)

一一芸〈(一一一一一)

勺勺勺勺 勺

大黒松長 沖黒京沖大
阪山柴都阪

2月長浜町役場届出分(敬榊唱)府田市浜 浦 田市浦府

岡
本
則
雄
(
三
=
一
〉

久
保
恵
美
子
(
ニ
ニ
)

山
本
鹿
男
(
四
一
)

宮
崎
ウ
メ
コ
(
三
五
)

兼

本

剛

(

二

回

)

徳
山
加
代
子
(
二
三
)

馬

場

和

義

合

二

)

友
沢
紀
子
(
二
二
)

武
田
正
広
(
一
一
四
)

大
熊
ミ
ネ
子
会
二
)ル一一ーのん乙

了
政
豆

の
守

R
H川
門

μ

A
7
ホ

住

所

氏

名

婚

姻

届

出

年

齢

7
「
下
須
戒
水
口
守
(
二
四
)

F
¥

戸
下
須
戒
畦
以
内
子
(
二
二
)

?
「
下
須
戒
城
戸
義
則
(
一
一
ご
一
)

パ
¥
戸
伊
予
三
島
定
岡
香
代
子
(
一
三
一
)

7
『
長
浜
沢
田
健
治
(
二
七
)

〈
戸
双
海
町
田
中
文
美
子
(
二
回
)

?

「

豊

茂

上

回

諭

〈

二

八

)

戸
¥
戸
大
洲
市
菊
川
光
子
(
一
一
岡
山
)

お
誕
生
お
め
で
と
う
グ

1
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

沖長長長住

?甫 1兵浜浜所

保
護
者
氏
名

菊

地

部

哉

頼

永

一

夫

上

田

菩

遠

山

本

五

閤

続

柄

児

名

長
女
由
紀
恵

二
女
克
希
美

長

女

綾

二

男

剛

沖

浦
須

沢

出

海

出

海

下
須
戒

穂

積

戒

川

豊豊穂 j中黒長住住

所
仁

久
長

浜

長

浜

長

浜

長

浜

青

島
沖

浦

沖

浦

沖

浦

櫛

生

出

海

出

海
上
老
松

上
老
松 茂茂積浦田浜所

鎌

田

博

長

女

佐

恵

谷

本

元

通

二

女

夕

子

中

村

儀

行

長

男

公

次

後

藤

高

幸

二

男

寛

幸

片

山

春

雄

長

男

和

也

村

橋

敬

長

女

園

子

久
保
田
三
千
治
四
女
佳
津
美

2
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

保
護
者
氏
名
続
柄
児
名

藤

岡

泰

治

長

女

美

紀

山

下

竹

志

二

女

静

恵

次

家

弘

志

長

女

千

秋

菊

地

正

義

長

女

満

代

菊

地

邦

求

長

男

武

史

松
本
春
明
一
長
女
朋
子

ー
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

氏

名

死

亡

時

年

齢

水
本
ハ
ル
子
(
六
六
)

小
西
信
光
(
六
六
)

竹
内
サ
カ
ヱ
(
六
一
)

登
尾
繁
樹
(
七
六
)

大
塚
カ
ヨ
(
九
一
)

湯
田
千
歳
(
七
九
)

与
野
春
治
(
八
二
)

西
村
寅
士
口
(
八
六
)

笹
田
一
克
太
郎
(
一
二
九
)

櫛
笥
林
蔵
(
八
八
)

後
藤
ヲ
タ
子
(
八

O
)

吉
井
フ
ミ
ヨ
(
八
二
)

谷
補
登
一
(
五
六
)

矢

野

満

(

八

四

)

「釈迦lζ説法」ということわざ

がある。近ごろは釈迦に説法をす

る人がだいぶんふえて、国民総評

論家時代などという人さえでてき

た。そのお釈迦様だが、一応4月

8日が誕生日だということになっ

ている。お釈迦様の説法~C 出てく

る仏様やその巻属は数え切れない

ほどあるが、中でも有名で日本で

一番親しまれ信仰されているのは

お観音様であろう&沖浦万松山

瑞竜寺の国指定重要文化財の十一

面観世音の縁日が四月十七日。

まことに行楽によい季節である

Aところでお観音様はお釈迦様の

ように説法はしない。もっぱらあ

まねく人間の、否あらゆる生きと

し生けるものの苦しみを除き、楽

しみを与える実行のみを専門とさ

れておる。お観音様の功徳は主と

して観晋経と俗にいわれている法

華経普門品(ほけき Jうふもんぽ

ん)に書かれているが、普門品の

普門とは、あまねくすべての人々

一人残らず迎え入れる門のことで

あって、いわば住民の生活と福祉

を実現させることを本旨とする政

治行政と本質は何ら異なることは

ないといえるふ長浜には沖浦の十

一面観音あり出石寺には千手千限

観音が千二百年来鎮座ましまして

いる。お釈迦様ほど偉くなれば説

法するもよいが、それほどでもな

いとなればお観音様のごとく黙々

とお互いに他人の苦しみを除き、

楽しみを与えるように考えながら

お詣りでもしてみようではないか

騨A

口113jbl(ij;i
世撒 I 3.957世帯(

白豊豊

滝茂茂

住

所
仁

久
長

浜

長

浜

長

浜

今

坊
出

海

出

海

上
老
松

豊

茂

白

滝

白

滝
入 国 世帯数

楽しく住みよい町、豊かで働きがいのある町

美しい人情と文化の町をつくり、人口をふやしましょう。 菊

地

幸

吉

(

四

六

)

菊
地
ナ
ナ
エ
(
九
一
一
)

上
田
誠
一
郎
(
八
一
二
)

2
月
届
出
分
〈
敬
称
略
)

氏

名

死

亡

時

年

齢

増
田
シ
ゲ
(
八
四
〉

神
山
ミ
ツ
ル
(
七

O
)

浜
田
信
穂
〈
五
一
ニ
)

瀬

川

敏

(

六

七

)

植

松

久

敏

(

五

八

)

橋
本
ヒ
メ
ノ
(
八
七
)

石
山
チ
サ
子
(
六
六
)

向
井
ミ
サ
エ
(
七
六
)

平

井

元

春

(

七

O
)

成

田

春

男

(

六

一

)

中

岡

キ

ミ

(

七

七

)7世帯増

1
2月 1日現在[前月との比較

|日 918人 I (1山
口(雲?15州 (訟設〉

世帯数 3.955i:!t帯 | 

人

2世帯増

人


